
２０２４年競技者必携改訂について 

技 術 委 員 会 

 

１．投手の１２秒および２０秒ルールの取り扱い基準 

◎投手の１２秒および２０秒の計時は、投手がボールを所持し、打者がバッタースボック

スに入って投手に面したときに始まり、投手が投球動作を開始したときに終わる。 

◎２０秒ルールの適用は、1 度目及び 2 度目であっても 3 度目と同様に、「タイム」を宣告

してボールデッドとする。「タイム」の宣告にもかかわらず投手が投球した以後のプレイ

は無効とする。 

 

２．スポーツマンシップの徹底 

◎野球にヤジは必要ありません 

楽しい野球をするために、「尊重・勇気・覚悟」をもって取り組みましょう。 

 

３．シートノック 

 ◎シートノックを行うことのできない補助員もいることから、ベンチ前でのサイドノッ

クを認める。 

 

４．ベンチ前でのキャッチボール 

 ◎次のイニングに引き続き投げる投手は、ベンチ正面でのキャッチボールを禁止する

が、ベンチ外野側角からポール方向のファウルテリトリーでの軽いキャッチボールは

認める。また、ブルペンの使用は今までどおり。 

 

５．学童部、少年部、女子大会の監督、コーチ 

◎20 歳以上でなければならない。 

 

６．抗議権を有する者 

  ◎監督か当該プレーヤーのいずれか 1 名。 

 

７．指名打者の取り扱い 

 ◎連盟が主催する大会においては、指名打者ルールを使用することができる。ただし、

学童部、少年部、女子大会は二刀流選手を採用しない。 

  ※各大会共通§3 指名打者の取り扱いについて 5.11(a)(b)参照 

 

８．試合中、控え選手がグラウンドでできること 

 (1)攻守交代時にファウルグラウンドで外野方向へのランニングをすること。 

 (2)攻守交代時に自チームの練習をベンチ前で見守ること。ただし、球審の「プレイ」

宣告までにはベンチに戻ること。 

(3)攻守交代時に外野手とキャッチボールをすること。 



９．守備側のタイムの回数制限 

◎監督またはコーチ等が 1 試合に投手のもとへ行ける回数は 3 回以内。延長戦は 1 イニ

ングに 1 回。ただし、投手交代の場合は回数に含まない。なお、5.10ℓ(2)は適用し

ない。 

◎投手交代の場合、投手と捕手の打ち合わせ(サインの確認)のために、準備投球の前あ

るいは後に少しだけ会話することは、捕手または内野手の回数に含まない。 

 

10．没収試合の防止に向けて 

◎過去の通達を再整理した上で、事例を加え、その対処方法を解説した 2023 年 12 月

BFJ 通知に全文差し替え。 

 

11．質疑応答 

問答 19【103P】、問答 42【110P】、問答 187【149P】、問答 52【165P】 

回答を見直した。 

 

12．ヒット・バイ・ピッチ(死球)の判定 

  競技者必携 2023 以前には、「打者が投球を避けようとすることが条件である。（身体が

打者席の捕手寄りでなく後方向に移動すること）」と記載されていたが、（）内下線部を

削除する。 


